
資

料

國

際

経

濟

會

議

概

観

椎

名

幾

三

郎

去
る
五
月
四
日
に
開
始
さ
れ
約
三
週
間
の
後

に
絡
了
し
た
る
國
際
経
濟
會
議
は
、
近
來
稀

に
見
る
重
大
な
る
意
義

を
有
す
る
國
際
的
大
集
會
で
あ

つ
カ
こ
と
は
、
内
外
の
新
聞
又
は
難
誌
に
眼
を
さ
ら
す
者

の
等
し
く
是
認
す
る
所
で

あ
ら
う
。
以
下
、
此
會
議
の
由
來
、
構
成
及
経
過
等
を
略
述
し
、
且
つ
威
想
を
披
渥
し
て
見
や
う
。

劇

ヘ

へ

抑

々
現
時

の
世
界
経
濟
状
態

,
殊
に

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
そ

れ
に

一
べ

つ
を
與

ふ
る
と
き

は
、
殆
ど
す

べ
て
の
國

の
産

國
際
経
濟
會
議
概
観

一
四
五



商

學

討

究

第

二
巻

(
上
)

一
四
六

業

は
萎
靡

し
て
振
は
ず

、
生
産
者

は
原
料
輸

入
上

の
困
難
を
嘆
じ
、
其
製
品

の
償
格

の
低
廉

な

る

を

憂

ひ

つ
＼
あ

る
。

他
方
消
費

者
は
生
活
費

の
暴
騰

に
苦
し
ん
で

ゐ
る
。
此
間

に
あ

つ
て
、
商
人

は
金
融
上

の
不
便

を
悲
し
み
、
且

つ
通
關
及
び
輸
迭

の
費

用

の
高
き

に
封
し

て
不
牢
満

々
で
あ

る
。
然

る
に

一
方

に
は
、
天
然

の
資
源
豊
富
な
る
に
未

だ
之
を
開
磯
す

る
に
充

分
な

る
資
本
叉

は
勢
力
を
映
く
國
家

の
存
す

る
に
、
他
方

に
は
、
有
う
鯨

る
勢
力
叉

は
過
剰

の
資

本

の
腱
置

に
窮
し

て
、
所
謂

失
業
者
問
題
叉
は
安

全
な

る
放
資
方
法
問
題
に
悔

み

つ
＼
あ

る
も

の
が
あ

る
の
で

あ

る
。
此
等

の
問
題
を
解
決
す

る

乙
と

に
依

つ
て
、
世
界
人
類

の
幅
趾
の
増
進

せ
ら

る
べ
き

こ
と
、
特

に
言
を
侯

π

な

い
。
叉
此
等

の
問

題
を
等
閑

に
附
し
て
、
世
界

の
卒
和
を
確
保

せ
ん
と
す

る
竜
、
そ
は
無
謀

の
基

に
近

い
も

の
と

言
は
ね
ば
な
ら
な

い
。
惟

ふ
に
職

箏
は
必
ず

し
も
、
激
烈
な

る
経
濟
的
競
箏

よ
り
結

果
す

る
も

の
な

ら

ず

と

す

る

竜
、
縄
濟
的
平

和
は
政
治
的
卒
和
を
準
備
す

る
竜

の
で
あ
る
。

こ
れ
、

一
昨
年
九
月
、
國
際
聯

盟
総
會

の
席
上

、

フ
ラ

ン
ス
の
代
表
者

に
し

て
時

の
大
藏

大
臣
π
う
し

ル
ー
シ

ユ

ア
氏

が
、
今

次

の
國
際

経
濟
會
議

を
提
唱
し

π
る
所
以

に
し

て
、
叉
諸
國

の
代
表
者
が
之

に
熱
誠
な

る
賛
意
を
表
し

た
る
所
以
で
あ

る
。
而
し

て
其
第

一
同

の
準
備
委
員
會
は
、
す
で

に
昨
年

四
月

二
+
六

日
か
ら
五
月

一
日
ま
で
開

催

さ
れ
、
其
第

二
同
は
同
年
十

一
月

十
五

日
か
ら
向

ふ
五

日
間
、
開
か
れ
π
の
で
あ
る
。
而
し
て
第

一
同
の
委
員
會

に

於

て
は
、

ス

エ
ス
國

の
大
統
領

ア
ド

ー

ル
氏
議
長
と
な
う
議
事

日
程

の
大
要
を
定

め
、
第

二
同
に
於

て
は
、

ベ
ル
ギ



ー
の
前

首
相

タ
ー

ニ
ス
氏
議

長
と
な
う
、
其
下

に
三

つ
の
委
員
會
が
設
け
ら
れ
、
國
際
縄
濟

會
議

の
期

日
、
議
事

日

程
及
び
其
構
成
等

に

つ

い

て

討
究

を
爲
し
、

つ
ひ
に
成
案
を
得

、
之
に
從

つ
て
今
次

の
會
議
が
開
催
さ
れ
尤

の
で

あ

る
。

ニ

前
記
準
備

委
員

會
の
決
議

に

從

つ
て
、
國
際
聯
盟

は
其
加
盟
各
國

は

勿
論

、

ア
メ
リ
カ
合
衆

國
、
ソ
ヴ
イ

エ
ツ

ト

・
ロ
シ
ア
、

ト
ル

コ
、

メ
キ
シ
コ
、

エ
ク
ア
ド

ル
及
び

エ
ジ
プ
ト
等

の
政
府

に
封
し
て
竜

、
國
際
経
濟
會
議

に
塞

加
す

べ
き
五
人
以
下
の
代
表
者

の
派
遣
方
を
依
頼
し
た
。
蝕
に
注
意
す

べ
き

は

ア
メ
リ
ヵ
及

び

ロ
シ
ァ
を
招
待
し

た

こ
と
で
あ

る
。
此

の
二
國

は
世
界
縄
濟

上
特

に
重
要

な
る
地
位

を
占

め

つ
、
あ

る
が
故

に
之
等
を
疎
外

し
て
は
會
議

の
慣
値

は
著
し
く
減
ぜ
ら
れ

る
の
で
あ

る
。

か

＼
る
國
際
聯
盟

の
勘
誘

に
慮

じ
て
、
會
議

に
滲
加

を
申
込

む
だ
國
家

の
藪

は
實

に
四
十
七
に
達
し
π
。
其
各
國
か
ら
集
ま

れ
る
代
表
、
顧
問
、
專
門
委
員
新

聞
記
者
等
合

せ
て

一
千
名

に

及
び
、

ジ
ネ

ー
プ
の
會
議

は
世
界

の
耳

目
を
集

め
π
の
で
あ
る
。

,
な
ほ
叉
國
際
聯

盟
が
各
國
代
表
選
定

に

つ
い
て
加

へ
π

る
制
限

は
我
等

の
注
目
に
値
す

る
。
即
ち
聯

盟
は
此
會
議

を
外
交
官
會
議
と
駕
す

こ
と
を
欲
せ
ざ
う
し
と
同
時

に
、
軍
な

る
專

門
家
會
議

と
な
す

を
望
綾
ざ
う
し

こ
と

を
忘
れ

 國
際
経
濟
轡
議
概
魏

一
四
北



商
學
討
究

第
二
巻
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)

一
四
入

て
は
な
ら
顧
。
若
し
各
國
の
代
表
が
其
國
の
政
府
の
代
辮
人
π
る
特
命
全
橿
大
使
な
る
と
き
は
、
其
討
議
は
極
め
て

愼
重
と
な
ゐ
、
言
論
の
自
由
が
確
保
さ
れ
難

い
。
叉
若
し
會
議
が
國
際
聯
盟
の
指
名
し
π
る
委
員

よ

う
成

る
と

き

は
、
夫
等
の
委
員
は
各
國
の
政
府
を
動
か
す

に
足
ら
諏
で
あ
ら
う
。
然
る
に
、
今
次
の
會
議
に
滲
集
し
カ
る
各
國
の

代
表
は
、
何
れ
も
政
府
の
代
辮
者
で
も
な
く
叉
聯
盟
の
委
員

で

も

な

く
経
濟
問
題

に
關

す

る
練
達
の
士
で
あ

つ

て
、
各
國
の
財
界
の
輿
論
を
代
表
す
る
識
者
中

の
識
者
で
あ
る
。
さ
れ
ば
彼
等

の
背
後

に
は
各
國
の
政
府
が
あ
り
彼

等

の
意
見
に
は
相
當
な
る
権
威
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
今

一
々
各
國
の
代
表
の
氏
名
を
列
記
す
る
は
、
其
繁

に
堪
え

な

い
。
唯
我
國

の
代
表
の
氏
名
を
掲
ぐ
る
止
め
や
う
。

首
席
代
表

政
府
代
表

商
業
代
表

工
業
代
表

農
業
代
表

財
政
経
濟
時
報
砒
長

ボ
ー
ラ
ン
ド
駐
制
公
使

商
科
大
學
激
授
法
學
博
士

貴
族
院
議
員
工
學
博
士

農
科
大
學
級
授
農
學
博
士

志
立
鐵
次
郎
氏

佐

藤

尚

武
氏

上
田
貞
次
郎
氏

斯
波
忠
三
郎
氏

佐

藤

寛
・次
氏

極
東

の
日
本
が
す

で

に
か

、
る
有
力

な
る
代
表
を
逡
り
π

る
を
知

る
竜

の
は
、
恐
ら
く
、
欧
洲

の
混
齪

せ
る
財
界

の
渦
中
に
あ

る
諸
國

が
、
其
國

々
の

一
流

の
財
政
通
、
工
業

家
、
銀

行
家
及

び
學
者
を
派
遣
し
π

る

こ
と
を
、
容
易



に
想
像
す
る
で
あ
ら
う
。
若
し
強

い
て
代
表
者
の
氏
名
を
知
ら
ん
と
欲
す
る
者
は
、
五
月
五
日
の
中
外
商
業
新
報
を

見
ら
れ
よ
。

右

の
如
く
多
歎

に
し
て
、
有
力
な
る
代
表
を
集
め
允
る
國
際
経
濟
會
議
は
去
る
五
月
四
日
、
定
刻
よ
う
二
+
分
渥

れ
て
午
前
十

一
時

二
+
介
、
第
二
同
準
備
委
員
會
の
議
長
タ
ー
ニ
ス
氏
を
、
議
長
と
し
て
開
催
さ
れ
π
。

巳

國
際
経
濟
會
議

の
議
題
の
大
綱
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

第

一
部
議
題

イ
各
國
の
見
地
よ
う
し
π
る
世
界
縄
濟
主
要
問
題

η
現
時
に
於
け
る
商
工
不
均
衡

の
諸
原
因

ハ
世
界
卒
和
に
影
響
す
べ
き
経
濟
上
の
諸
傾
向

第
二
部
議
題

恥
商
業

イ
通
商

の
自
由

.

(
國
際
経
濟
倉
議
概
観

一
四
九



商
學
討
究

第
二
巻
(
上
)

一
五
〇

ロ
關
税
及
び
通
商
條
約

バハ
自
國
の
通
商
及
び
間
接
的
保
護
手
段

M二
購
買
力
減
衰
の
國
際
通
商
に
及
す
影
響

ー
,

乙
工
業

ー
ーイ

重
要
産
業
の
生
産
能
力
、
消
費
及
び
勢
働
状
態

バロ
現
在
工
業
悲
況
の
實
状
並
に
商
工
、
金
融
上
の
原
因

ハ
右
の
諸
劉
策

ー
(

丙
農
業

イ
農
産
物
の
生
産
、
消
費
、
在
荷
、
贋
格
、
取
引
に
關
し
職
前
と
の
比
較
朕
態

Mロ
現
在
悲
況
の
諸
原
因

バハ
右
の
國
際
的
劉
策

r

、

右

の
議

題
に
從

つ
て
、
各
國

の
代
表

は
其
意
見

を
開
陳
し
π

の
で
あ

る
が
、
そ

れ
等

の
意
見
を
略
述
す

る
前

に
、

議
長

タ
ー

ニ
ス
氏
が
此
會
議

に
劃

し
て
、
如
何
な
る
精
紳
を
以

て
臨

ん
で

ゐ
π
か
、
及
び
從

つ
て
各

國

の
代
表

は
如

何
な

る
態
度
を
採

る
べ
き
で
あ

つ
π
か
を

一
言
し
π

い
。

タ
ー

二
.ス
氏

は
昨
年

+

一
月

の
準
備
委
員
會

に
於

て
敷
訓



に
富

ん
だ
演
説
を
し
π
が

、
そ

の

一
節

に
於

て

「
経
濟
的
卒

和

の
確
立

に
は
、
漸
を
追

つ
て
進
ま

ね
ば

な
ら

諏
。

而

し
て
、
此
目
的
た
る
や
眞

に
我
等

の
最
善

の
努
力

に
値
す

る
も

の
で
あ
る
。

之
の
我
等

の
努

力
の
果
實

を
牧
獲
す

る

者
は
、
勿
論
現
代
人
π

る
我
等
で

は
な

い
。
さ
う
乍
ら
、
悠
久
な

る
人
類

の
生
命

の
前
途

に
思
を
馳
せ
る
な
ら
ば

、

藪

ケ
年
乃
至
+
藪
年

は
實

に

一
瞬

に
過
ぎ
な

い
。

凡
て
高
遠
な

る
理
想

の
爲

め
に
、
.働
く
者

に
と

つ
て
の
最

大

の
報

酬

は
、
人
類

の
共

同
作
業

に
債
値
あ

る
貢
献
を
駕
し
控
う
と

、
戚
ず

る

之
と
即
ち
是
で
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
」
と
説

い
て

ゐ
る
。
此

一
節
を
讃

む
者
は
會
議

の
理
想
が
遠
大
で
あ
う

、
代
表
中

に
は
人
格

の
高
潔
な

る
者

の
少
か
ら
ざ
ゐ

し

こ
と
を
信
ず

る
で
あ
ら
う
。

第

一
部
議

題

の
討
議
中
諸

國

の
代
表
が
、
意
見
を
述

べ
カ
問
題
若
干

に

つ
い
て
略
述

し
カ

い
。

其
第

一
は
我

國
と
密
接
な

る
關
係
あ

る
人

口
問
題
で
あ

る
、
之

に

つ

い

て

は
、
國
際
経
濟

會
議

に
於

て
ア
メ
リ

カ
、
英

國
殖
民
地
及

び

フ
ラ

ン
ス
と
、

イ
タ
リ
ァ
及
び
我
國
其
他
と

の
間

に
、
到
底
意
見

の

一
致
を
見

る
こ
と
能

は

ざ
る
を
豫
見
し
控
る
第

二
同
準
備
委
員
會
は
議
事

日
程
か
ら
之

を
削
除
し

控
。
而
し

て
我
國

の
識

者
も
其
削
除
を
甚

だ
し
く
遣
憾

と
し
て
ゐ
尤
の
で
あ

る
。
然
し
乍
ら

イ

タ
リ
ァ
又

は
我
國

の
代
表
が
之
に
言
及
す

る
機
會
を
作

る
べ
き

こ
と
を
我
等

は
期
待

し
て

ゐ
カ
。
果
せ
る
哉
、
開
會
第

一
日
の
総
會

の
席

上
イ

タ
リ
ァ
代
表

ベ

ニ
ン
・
ロ
ン
ガ

レ
伯

は
、
此
問
題
を
持
ち
出
し

て
次

の
如
く
言

つ
π
。

「
現
在
イ

タ
リ
ァ
は
経
濟
的

に
支

へ
う
る
以
上

の
人

日
を
有
し

て

國
際
縄
濟
會
議
概
観

一
五

一



商
學

討
究

第
二
巻

(
上
)

一
丑
二

ゐ
る
爲

め
非
常

な
苦
境

に
あ
る
。

つ

い
て
は
人
類

全
膿

の
頑
利
壇
進

の
爲

め
、
今
會
議
は
人
ロ
問
題
解

決

に
劃
し

て

努
力
す
べ
き
で
あ
る
。
殊

に
此
問
題

に

つ
い
て
は
、
全
世
界

に
共
通
す

る
法
規
を
作

る
べ
き
で
あ

る
L

と
。
而
し

て

わ
が
志
立
代
表

も
亦

日
本

の
人

口
の
過
剰
及

び
資
源

の
映
乏

を
説

い
て
、
國
際
間

の
交

通
及

び
通
過

の
自
由

を
要

望

し
尤

の
で
あ
る
。
さ
れ
ど
人

口
問
題
は
議
題
外

の
も

の
な
れ
ば
、
之

を
解
決
す

べ
き

方
法

に
つ
い
て
は
何

等
の
討
議

も
行

は
れ
な
か

つ
た
。

第

二
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
濟
的
復
興
と
不
可
分

な
る
關
係

を
有
す

る
職
孚
賠
償
金
問
題
及
び
聯
合
國
間

の
債
務
問

題
で
あ
る
。

而
し
て
前
者

に

つ
い
て
は
、

ド
イ

ッ
が
極
力
其
輕
減

を
要

求
し
、
聯
合
國
は
之

に
慮
ぜ
ざ
る
べ
き
を
以

て
、
議
題
外

に

あ
か
れ
π
。
後
者

に

つ
い
て
は

ベ
ル
ギ

ー
、

イ
タ
リ
ァ
等

の
債
務
國
殊

に

フ
ラ

ン
ス
が
債
務

の
抹
殺

又

は
減
少
を
要

求
す

べ
く

、
英
米
が
之

に
反
封
し

、
意
見

の

一
致
を
見

る
能
は
ざ
る
べ
き

を
以
て
、
此
問

題
竜
亦
議

題

か
ら
削
除
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
此
黙

に

つ
い
て
は
、

ロ
シ
ア
代
表

オ

シ
ン
ス
キ

ー
氏

の
み
が
言
及
し

て
ゐ
る
や

う

で
あ
る
。
即
ち
氏
は
戦
時
債
務

一
切

の
腰

止
を
提
案
し
カ
の
で
あ

る
。
然

し
之
に
關
し

て
は
、
何
等

の
決
議

竜
成

立

し
な
か

つ
カ
や
う
で
あ
る
。

第
三
に
我
等

は
資
本
主
義

制
可
否
論

に
目

を
轄

じ
や
う
。

ロ
シ
ァ
代
表

は
會
議

の
當

初
、
資
本
主
義

制

に
劃
し
激

烈
な

る
非

難
を
加

へ
共
産
主
義

の
み
最

後

の
勝
利
を
得

べ
き

こ
と

を
力
説

し
、
之
に
封
し
て

フ
ラ

ン
ス
及

イ

タ
リ
ー



等

の

代

表

が

興

味

あ

る

反

駁

を

試

み

π

。

然

し

乍

ら

事

實

上

ロ

シ
ァ
代

表

は

、

自

國

の

経

濟

的

復

興

に

は
西

ヨ
ー

ロ

ッ

メ

の
援

助

を
要

す

る

こ
と

を

熟

知

せ

る

が

故

に

、

結

局

他

の
諸

國

と

協

定

す

る
態

度

に

出

だ

。

ロ

シ

ア
代

表

の

最

終

の
総

會

に

提

出

す

る

と

推

測

さ

る

＼
決

議

案

は

左

の

如

く

で

あ

る
。

「
今
回
の
國
際
繹
濟
會
議
は
絶
謝
に
政
治
問
題
に
鰯
れ
る
こ
と
な
差
控

へ
、
れ
㎏
商
業
上
の
革
新
の
緊
急
事
な
ろ
こ
と
な
認
む
。
本
會
に
塗
加
す
る
諸
國

の
経
演
組
織
の
如
何
な
問
に
ず
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
國
の
國
民
の
代
表
者
が
塗
加
し
得
た
と
い
ふ
事
實
は
、
商
業
的
國
際
協
同
に
蜀
す
る
幸
輻
な
る
前
提
で

あ
ろ
と
考
へ
る
。
お
㎏
ロ
シ
ア
が
其
意
味
で
今
回
の
會
議
の
決
議
申
、
あ
ろ
部
分
に
は
喜
ん
で
協
同
蓼
加
の
意
な
表
し
、
其
他
の
部
分
は
ソ
ヴ

コ
ツ
ト
共

和
國
の
性
質
上
、
賛
成
し
得
ぬ
こ
と
な
諒
と
す
る
。
」

右

の
草
案
が
決
議
と
し
て
成
立
し
た
か
否
か
、
未
だ
明
瞭
で
な

い
が
、
筍
く
も

ロ
シ
ア
代
表
が
か

＼
る
も
の
を
用

意
し
カ
る
こ
と
は
、
欧
洲

の
経
濟
的
復
興
の
途
上
に

一
つ
の
光
を
投
ず
る
竜
の
で
あ
る
。

右
の
三

つ
の
問
題
の
外
に
金
融
問
題
及
び
通
貨
問
題
が
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
如
何
な
る
討
議
が
行
は
れ
π
か

今
の
所
私
に
は
不
明
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
殆
ど
議
論
が
無
か

つ
カ
こ
と
と
思
ふ
。
何
故
な
れ
ば
現
在
に
於
て

は
、
鰍
洲
諸
國
の
通
貨
は
ほ

団
安
定
の
状
態
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

次
に
第
二
部
の
議
題

に
つ
い
て
議
事

の
経
遇
を
見
や
う
。
此

の
議
題
即
ち
特
殊
問
題
は
今
次
の
會
議
に
於

て
解
決

せ

ね

ば

な

ら

諏
問
題
で
あ
る
。
就
中
、
貿
易
障
碍
の
撤
磨
と
、
國
際
的
カ
ル
テ

ル
組
織
は
實

に
會
議

の
眼
目
で
あ

る
。
私
は
項
を
改

め
て
前
掲
の
議
事

日
程
の
順
序
を
追
ひ
つ
＼
各
國
代
表
の
意
見
を
略
述
し
π

い
。

國
際
経
濟
會
議
概
観

】
五
三
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五
四

四

五
月
四
日
に
開
か
れ
た
る
國
際
維
濟
會
議
の
総
會
議
は
同
七
日
を
以
て
終
了
し
、
九
日
か
ら
は
商
、
工
、
農
の
三

大
委
員
會
と
そ
れ
に
附
随
す
る
多
藪
の
小
委
員
會
が
開
か
れ
π
の
で
あ
る
。

商
業
委
員
會
に
於
て
最
も
重
要
な
る
問
題
は
關
税
の
障
壁
撤
磨
で
あ
る
。
現
時
世
界
の
各
國
が
悉
く
保
護
貿
易
政

策
に
傾
き
、
之
が
駕

め
に
通
商
の
自
由
が
制
限
さ
れ
、
各
國
の
事
業
が
不
振
な
る
こ
と
は
周
知
の
事
實
で
あ
る
。
殊

に
欧
洲
に
於
て
は
、
職
後

に
創
設
さ
れ
た
る
諸
國
が
高
き
關
税
の
障
壁
を
め
ぐ
ら
し
、
從

つ
て
歓
洲
の
貿
易
額
は
著

し
く
減
退
し
て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
此
種
の
政
策
を
捨

つ
る
に
非
ざ
れ
ば
、
世
界
の
経
濟
的
復
興
の
不
可
能
な
る
は
、
財

界

の
識
者

の
夙

に
認

め
カ
所
で
あ
る
。
彼

の
欧
洲
實
業
家
の
自
由
貿
易
宣
言
の
如
き
は
、
雄
辮
に
之
の
間
の
消
息
を

傳
ふ
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
バ
リ
に
其
本
部
を
有
す
る
國
際
商
業
會
議
所
が
、

一
年
有
宇
以
前
よ
う
、
貿
易
障
碍

委
員
會
な
る
も
の
を
設
け
カ
る
が
如
き
も
、
然
り
で
あ
る
。

從

つ
て
、今
次
の
會
議
に
於
て
は
自
由
貿
易
論
が
極

め
て
有
力
で
あ

つ
カ
。
先
づ

ス
エ
ー
デ

ン
代
表
た
る
彼

の
有
名

な
る
カ
ッ
セ
ル
博
士
の
所
論
を
見
や
う
。
氏

の
意
見
に
よ
れ
ば
生
産
物
の
國
際
的
移
動
を
圓
滑
な
ら
し
め
る
に
は
、

自
由
貿
易
と
ま
で
は
行
か
な
く
と
も
、
せ
め
て
今
日
の
高

い
關
税
を
や
め
ね
ば
な
ら
膿
。
氏
は
更
に
進
で
言
ふ

「
も



し

此
會
議

に
し
て
關
税

を
癒
減
す

る

こ
と
が
出
來

た
ら
、

こ
の
會
議

乙
そ
縄
濟

上

の
軍
縮
會
議

で
あ

ら
う
」
と
。
イ

ギ

リ

ス
代
表

ノ
ル

マ
ン

・
ヒ
ル
氏

、

フ
ラ

ン
ス
代
表

ル
シ

ユ
ー
ル
氏
及

び
日
本
代
表
志

立
氏
等

も
亦
通
商

の
自
由
及

び
關
税

の
減
麟
を
主
張
し

π
の
で

あ
る
。
然
し
乍
ら
、

ロ
シ
ア
代
表
及

び
厭
洲

中
部

の
小
國

の
代
表

は
保
護

政
策

に

傾

い
て
ゐ
た
。
今

ロ
シ
ァ
の
代
表

の
意
見
を
略
記
す

れ
ば

、
自
由
貿
易
主
義
は
強
國
に
の
み
適

合
す

る
も

の
で
あ

つ

て
、
關
税

の
撤
腰
は
あ
る
富
裕
な
る
産
業
國
を
し
て
、
ま
す
く

螢
展

せ

し

む

る
結
果
を
來
π
す
、
と
云
ふ
の
で

あ

る
。

簡

か
く

の
如
く
、
各
國

の
利
害

は
關
税
問
題

に

つ
い
て

一
致
す

る
す

る
と
は
困
難
で
あ

つ
カ
が
、
結
局
五
月
十
七
日

の
商
業
問
題
分
科
委
員
會

は
、
左

の
報
告

を
本
會
議

に
提
出
し
其
承
認

を
得

π

の
で
あ

る
。

即

ち

「
各
國

の
關
税

障
壁

は
温
商
貿

易

の
機
逮

な
阻
止
す

る
こ
と
多
大
な

る
が
故

に
、
是

非

と
も
、
之
を

撤
塵

し
、
も
し
く
に

之
な
縮
少

ぜ
れ
ば
な
ら

ぬ

」
と
報

告
し
た
の

で
あ

る
。

懐
π
、
輸
出
税
及
び
最
悪
國
約
款
の
櫃
張
適
用
に
つ
い
て
も
、
重
要
な
る
決
議
を
成
立
せ
し
め
π
。
即
ち
輸
出
税

に

つ
い
て
は

「
消
費
國
の
負
憺

を
徒
ら
に
壇
加
し
且
つ
清
費
國
を
非
常

に
不
利
な
る
立
揚
に
略
れ
る
目
的
を
有
す
る

楡
出
税
は
、
今
後
原
料
の
轍
出
に
封
し
、

一
切
之
を
課
せ
ざ
る
こ
と
」
を
定

め
π
。
又
最
悪
國
約
款

に

つ

い
て

は

「
各
國
に
於

て
税
牽

に
關
し
て
は
、
無
條
件
的
最
悪
國
約
款
を
含
み
且
つ
長
期

の
通
商
條
約
を
締
結
す
る
≧
と
」
を

國
際
縄
濟
會
議
概
観

一
五
五
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一
五
六

決
議

し
虎
。

.
ま̀

た
關
税
率

と
關

連
し

て
し
ば

み
＼

問
題
と
な

る
は
關
税
用
語
で
あ

る
。
之
が
不
統

一
は
甚
し
く
通
商

の
妨
害
と

な

る

こ
と
は
、
貿
易
業
者

の
常

に
経
瞼
す

る
所
で
あ

る
。
之
を
統

一
せ
ん
が
爲

め
、
國
際
商
業
會
議
所
會
頭

ラ

ン
シ

マ
ン
氏

は
其
趣
旨

の
提
議

を
な
し
カ

の
で
あ

る
。
之

に
封
し

て
は
、

ド
イ

ッ
代
表

シ
ー
メ

ン
ス
氏
其

他
が
其

必
要

の

緊
急
な

る

乙

と

を

力
説

し
た
。
從

つ
て
近
き
將
來

に
於

て
關
税

品
目
及
び
用
語
等
は

、
國
際
的
統

一
を
見

る
で
あ

ら
う
o

さ
ら

に
、
あ

る
種

の
産
業

に
劃
し

て
政
府
が
直
接
叉

は
間
接

に
補
助
す

る

こ
と

は
、
他
國

の
同
種

の
産
業

の
生
産

物

に
封
し

て
課
税
す

る
と
同

じ
く

、
外
國
貿
易

を
常
態

に
引
き
戻
す

上
に
障
害
が
あ

る
か
ら
、

こ
の
國
庫
補
助
金
下

附

の
制
度
を
磨

止
す

べ
し
と

の
決
議
案

も
可
決
さ
れ
た
。

右

の
諸

決
議

の
成

立
に

つ
い
て
は
、
我
商
業
代
表
上
田
博

士
が
終
始

一
貫
し

て
盤
力
し
、
博
士
年
來

の
主
張

の
實

現

に
努

め
ら

れ
た

乙
と
を
厳

に
特
筆

し

て

ゐ
き

π

い
。

工
業
委
員
會

に
於

け
る
問
題

の
花

形
は
、
言

ふ
ま
で
も
無

く
、
國
際

カ

ル
タ

ル
の
そ
れ
で
あ

る
。
現
時

の
欧
洲

の

経
濟
界

を
見

る
も

の
は
、
原
料
及
び
製

品

の
生
産

の
無
政
府

状
態

に
あ
る
を
知

る
で
あ
ら
う
。
之
が
調
整
を
圖

る
に

は
、
相
互

に
信
ず
る

こ
と
乏

し
き
諸

國

の
政
府
間

の
協
約
で

は
足
り
な

い
。
之

に
は
、
生
産
要
素

に
劃
す

る
國
際
的



統

制
と
國
際
的
協

力
と
を
、
事

業
家
自
ら
行
は
ね
ば
な
ら

盟
。
即
ち
國
際
的

ヵ

ル
テ

ル
は

ダ

ム
ピ

ン
グ
を
防

止
し
、

経
濟

上

の
無
用
な

る
競
璽
を
避
け
し

め
、
産
業

の
部
門
別
に
生
産
要
素

を
國
際
的

に
組
織
し
、
之

に
依

つ
て

一
方

に

は
合
理
的
生
産
を
漿
拗

し
、
他
方

に
於

て
は
、
生
産
物

の
流
通
を
圓
滑
な
ら
し

む
る
使
命
を
有
す

る
。
從

つ
て
、
國

際
的

カ

ル
テ

ル
は
世
界

の
経
濟
的
生
産

上
、
最
も
重
要
な

る
楷
梯

を
成
す

も
の
で
あ
る
。
現
時
、
國
際

カ

ル
テ

ル
と

し
て
、
最
も
有
名
な

る
竜

の
は
、
欧
洲

の
製

鐵
業

の
そ
れ
で
あ

る
。
此

の
外

に
、
絹

、
ゼ
ラ
チ

ン
、
電
氣
、
染
料
、

ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
、
金
属
製
管
、
鐵
線

、

マ
ッ
チ
及
び
炭
酸
加
里

に
關
す

る
工
業

に

つ
い
て
、
國
際
的

カ
ル
テ

ル
が
成

立

し
叉

は
成

立
せ
ん
と
し

つ
＼
あ

る
。

さ

て
、
國
際
的

カ

ル
テ

ル
が
生
産
者

の
見
地
よ
う
す
れ
ば

、
非
常

に
有
利
な

る

こ
と

は
言

ふ
ま

で
も
な

い
。
然
し

乍
ら
、
消
費
者
よ
う
之
を
見

れ
ば
、
世
界

の
物
慣

を
騰
貴

せ
し

む
る
原
因
で
あ
る
と
考

へ
ら

れ
る
。
さ
れ
ば

、
五
月

十
三

日
の
工
業
委
員
會
は
、
殆
ど
全
員

一
致
で

各
種
工
業

の
國
際

カ

ル
テ

ル
及
び
國
際
聯

合
組
織

に
賛

意
を
表
し
π

の

に

拘

ら

ず

、

ロ

シ

ァ

代

表

ソ

コ

ル

ニ

コ

フ
氏

唯

一
人

之

に

反

封

し

、

其

理

由

と

し

て

左

の

如

く

聲

明

し

π

。

「國
際
カ
ル
テ
〃
並
に
聯
合
の
存
在
及
び
之
が
登
展
に
、
現
下
の
縄
濟
組
織
の
下
に
於

て
に
、
其
間
に
介
在
す
る
諸
種
の
病
根
な
掃
滅
し
得
ぬ
の
み
な
ら

ず
、
却

つ
て
物
債
を
騰
貴
ぜ
し
む

ろ
。
此
際

、
必
要
と
す

ろ
所
に
大
小
の
工
業
及
び
農
業
の
間

に
勢
力
の
分
配
な
行
ふ
こ
と
及
び
國
際
的
信
用
制
度
な
殴

立
す
る
こ
と
て
あ
ろ
」
と
。

越

え
て
+
九

日
、
風
際

カ

ル
テ

ル
の
決
議
案

は
、
激

し

い
論
職

の
末
、
委
員
會
を
通
過
し
π
。

而
し

て
、
其
後

の

國
際
縄
濟
會
議
概
観

一
五
七

噌
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一
五
入

総

會

に

提

出

さ

れ

疫

は

ず

だ

が

、

私

は

其

の

案

の

成

行

を

知

る

材

料

を

有

し

て

ゐ

な

い

。

然

し

乍

ら

、

一
般

に

総

會

は

委

員

會

の
提

案

に

攣

更

を

加

へ
な

い

か

ら

、

其

案

は

成

立

し

π

も

の

と

見

て

差

支

な

い
。

其

決

議

文

は

左

の

如

く

で

あ

る

。

「國
際
的
産
業
力

〃
テ
〃
は
、
六

ぜ
生
産
上
の
範
園

に
限
り
、
し
か
も

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
郷
濟
の
復
興
な
中
心
と
し
て
考
慮
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
か
」
る
意

味
の
企
業
合
同
は
冗
費
な
節
減
し
、
能
傘
な
あ
げ
る
と
い
ふ
原
則
よ
り
作
ら
る
」
も
の
で
あ

つ
て
、
物
債
吊
上
げ

モ
ノ
ポ
リ
ー
な
ど
の
不
正
商
業
の
目
的

と
な

つ
て
は
な
ら
ぬ
。
ま
れ
、
特
殊
國
の
利
盆
な
基
礎
と
し
、
或
ほ
特
殊
國
な
排
斥
し
て
ゐ
ろ
生
庵
業
者
の
み
の
利
益
の
爲
め
に
、
清
費
者
や
勢
働

者
が

犠
牲
と
な

つ
て
は
な
ら
ぬ
。
企
業
合
同
が

一
國
内
に
限

る
揚
合
に
、
そ
の
政
府
が
之
な
善
導
し
て
く
れ
ろ
こ
と
は
希
望
す
る
が
、
國
家
が
干
渉
す

る
こ
と

は
、
望

ま
し
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
o
ま
穴
、
合
同
が
國
際
的
な
揚
合
は
之
准
監
督
寸
ろ
や
う
な
設
備
は
不
可
能
な
も
の
で
あ

る
云
々
」。

此
決
議

は
條
約
で

も
勧
告
で
竜
抗
議
で
も
な

い
か
ら
、
何
等
償
値
な
き
骨
抜
き

文
だ
と

、
悪
評
す

る
者
が
あ
る
。

然
し
乍
ら
英
、
佛
、
濁

の
大
工
業
家
π
ち
は

、
之
に
依

つ
て
彼
等
自
身

の
意
思

の
疏
通
を
見
、

一
方

、
小
國
、
消
費

.者
及

び
勢
働
者

の
意
見
を
や

㌧
奪
重

し

つ
＼
、
彼
等

の
將
來

の

モ
ノ
ポ
リ

ー
政
策

に
反
劃

せ
諏
や
う
言
質
を
得

π
と

見
る

の
が
適
當
で
あ

ら
う
。

懐

允
、
此
委
員
會
は
産
業
合

理
化

の
目
的
を
有
す

る
左

の
二

つ
の
決
議

を
成

立
せ
し
め
π
。
即
ち
、

一
、
産
業
あ
合
理
化
す

る
爲
め
、
各
國
政
府
、
生
産
者
及
び
職
業
的
産
業
機
關
に
勢
し
、
原
料
の
涙
費
な
防
止
す
ろ
方
法
な
講
じ
、
無
用
な
る
仲
介
者

・
な
除
去
す

る
梅
限
な
興

へ
、
且
つ
國
際
的

に
重
要
な

る
製
品
の
雛
形
は
、
す
べ
て
國
際
的

に
規
格
な
統

一
す
べ
き
で
あ

ろ
。



二
、
産
業
上
の
統
計
に
關
し
、
國
際
聯
盟
機
闘
な
し
て
、
主
要
な
る
工
業
、
原
料
、
在
庫
品
及
び
將
來
の
生
産
に
關
し
、
世
界
各
國
の
統
計
な
統

一
し

脈
絡
な
保
六
し
む

ろ
や
う
に
し
、
各
種
工
業
の
生
産
不
足
な
豫
測
し
、
叉
は
生
産
過
剰
な
防
止
す
う
に
便
な
ら
し
む
べ
き
で
あ
ろ
。

な

ほ

、

同

委

員

會

は

産

業

の

合

理

化

よ

り

生

ず

る

こ

と

あ

る

べ

き

失

業

に

つ

い

て

は

、

次

の

如

き

草

案

を

通

過

せ

し

め

π

。

一
、
生
庸
及

び
分
配
の
合
理
的
組
織
に
、
生
産
な
増
加
し
、
勢
働
條
件
な
改
善
し
、
且

つ
物
償
な
低
減
す

る
重
要
な
ろ
要
素
で
あ
る
。

二
、
産
業
の
合
理
化
の
初
期
に
於
て
は
、
時
に
失
業
者
な
増
加
し
、
勢
働
條
件
な
困
難
な
ら
し
む
ろ

こ

と

あ

る
な
以
て
、
産
業
の
合
理
化
に
當

つ
て

に
、
殊
に
勢
働
者
の
利
盆
な
保
障
す

ろ
必
要
な
認
む
る
o

最
後
に
、
農
業
委
員
會
の
議
事
の
進
行
状
態
を
う
か

讐
つ
て
見
や
う
。

抑

々
農
業
問
題
と
し
て
最
も
重
要
な
る
は
、
生
産
者
團
禮
と
消
費
者
團
禮
と
の
國
際
的
協
力
を
行
は
し
め
得
べ
き

方
法
を
磯
見
す
る
こ
と
で
あ
る
。
五
月
十

一
日
の
委
員
會
に
於

て
は
、
農
産
物
生
産
に
從
事
す
る
各
國
農
業
家
組
合

と
消
費
組
合
と
が
、
國
際
的
に
協
力
し
て
需
要
供
給
を
圓
滑
な
ら
し
む
べ
き

こ
と
の
必
要
は
各
國
委
員

の
力
説
す
る

所
と
な

つ
た
。
就
中
、
日
本
委
員
農
林
省
書
記
官
荷
見
安
氏
は
、
日
本
の
各
生
産
消
費
組
合
は
喜
ん
で
諸
外
國
の
消

費
組
合
と
協
力
し
、
も
し
事
情
さ

へ
許
す
な
ら
ば
、
こ
れ
等

日
本

の
各
組
合
は
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
其
他
の
諸
國
の

消
費
組
合
と
直
接
交
捗
を
開

い
て
竜
宜

い
と
、
聲
明
し
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
カ
、
此
委
員
會
は
各
國
の
農
業
状

態

、
農
業
の
科
學
的
及
び
技
術
的
研
究
、
並
に
農
業
信
用
等
に
關
す

る
重
要
報
告
書
類

の
交
換
を
、
織
績
せ
し
む
る

國
際
縄
濟
會
議
概
糎
…

一
五
九
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五

以

上
、
私

は
乏
し

い
材
料
を
頼

う

つ
＼
、
今
次

の
國
際

経
濟

會
議

の
経

過
を
概
観
し

て
見

た
。
そ
し

て
私

は
此
會

議

は

つ
ひ
に
失
敗
に
絡

れ
う
と
制
断

せ
ね
ば
な
ら

ぬ
で
あ
ら
う
か
。
答

へ
て
曰
く
否
、
否
。

凡
そ
、
あ
る
仕
事

の
成

否

の
判
断

は
豫
期
し
た
る
目
的

の
實

現
さ
れ
π
る
か
否
か
に
依
存
す

る
竜

の
で
あ

る
。
我

々
の
豫
期
し
控
る
も
の
が

小
な
る
と
き

は
そ

の
仕
事
を
成
功

し
π
と
認

め
る
拳
は
高
懐

る
の
で
あ

る
。
然
ら
ば
今

次

の
國
際
経
濟
會
議
に
封
し

て
、
如
何
な

る

こ
と
が
期
待

さ
れ
カ

の
で
あ

つ
π
か
を
知
ら
ね
ば
な
ら

諏
。

↓

第

一
に
期
待

さ
れ
た

こ
と

は
、
豫

め
用
意
き
れ
力
資
料
畳
書
と
會
議
席
上
に
於

け

る
重
要
な

る
演
説
と

に
よ

(
つ
て
世
界

の
経
濟
状
態

を
知
b
得

る

こ
と
で
あ
る
。

凡
そ
、
此
等

の
資
料

や
意
見
は
極

め
て
大
な

る
権

威
を
有
す

る

も

の
で
あ

つ
て
、
こ
れ
が
世
界

の
輿
論

を
動
か
し
、
各
種

の
産
業
及

び
各
國
政
府

の
當

事
者

を

敷
育

指
導

す

る

力

は
、
精
密
に
豫

想
し
得

な

い
が
、
大
禮

に
於

て
非

常
に
大
な

る
も

の
が
あ

る
。
今

次
の
會
議

に
は
、
如
何
な

る
國
家

の
政
府
と
錐
も
、
濁

力
を
以

て
し

て
は
、
集

め
得
な

い
程

の
多
藪

の
資
料
が
準
備

さ

れ

π

と

の

こ
と
で
あ

る
。
ま

禿
、
各
國

の
代

表
も
各

々
自

國

の
経
濟
状
態

、
殊

に
そ

の
窮
状

に

つ
い
て
説

明
す

る
所
が
あ

つ
π
。
此
等

の
資
料
及



び
意
見
は
、
各
國

の
代
表
を
啓
登
し
尤
で
あ
ら
う
。
而
し
て
、
す
で

に
公
刊
き
れ
叉

は
公
刊
さ
る
べ
膣

此
等

の
資
料

は
學

者
及

び
事

業
家

に
と

つ
て
極

め
て
有
盆
な

る
研
究

の
資
料
と
な
る
で

あ
ら
う
。

コ

各
國
各
方
面

の
有
力
者
が
會
議
で
互

に
親
し
く
接
燭

す

る

こ

と

は
、
そ
れ
自
身

、
甚
だ

有
盆
な

こ
と
で
あ

(
る
。
從
來

、
國
際
聯
盟
が
條
約
案
を
通

過
さ

せ
る

に
當

つ
て
、
最

竜
有
敷
な

る
役
割
を
演

じ
π
る
要
素

は
、
此

の
個

人
的
關
係

の
結
合
で
あ

つ
カ
。
而
し

て
、
今

吹
の
會
議

は
空
前

の
大
規
模

の
も

の
で
あ

つ
て
、
此

の
黙

に

つ
い
て
大

な
る
数
果
を
あ
げ
π

乙
と
は
疑

ひ
な

い
。

コ

今
次

の
會
議

の
二
大
眼
目

の

一
つ
な

る
貿
易
障
壁
撤
腰

は
、
す
で

に
略
述
し
控
る
が
如
く

、
各
國

の
委
員
が

(
之

に
賛
成
し

て
有
力

な
る
成
案

を
得

た
。
之
は
我

々
が
豫
期
し
π
通

う
で
あ

る
。

四

二
大
眼
目
の
他

の

一
つ
な

る
國
際
的

カ

ル
テ

ル
に

つ
い
て
は
、
各

國
代
表
間
に
意
見

の

一
致

を
見
る

こ
と
困

難
な
う
と
豫
想
さ
れ
て
ゐ
控
。
事

實

、
之

に

つ
い
て
は
激
烈
な

る
論
雫
が
あ

つ
π
。
然

し
乍
ら
國
際
的

ヵ
ル
プ

ル
を

原
則
と
し
て
是
認
す

べ
き

決
議

は
成

立
し
允
。
此
黙

に

つ
い
て
は
、
今
同

の
會
議

は
豫
期
以
上

の
成
績
を
あ
げ
差
慰

の
と
考

へ
ざ

る
を
得

な

い
。

以
上
は
私
が
今
次

の
會
議
を
以

て
成
功
し
た
う
と
認

む
る
主
.な

る
理
由

で
あ

る
。
我
國
及
び

ア
メ
リ

カ
に
は
、

ヨ

ー

ロ
ッ

パ
偏
重

の
會
議
で
あ

つ
π
と
難
ん
ず

る
も

の
が
あ
る
。
き
れ
ど
、
そ
は
皮

相
な

る
観
察
者

の
批

難
に
過
ぎ
な

國
際

郷
貼濟
會
議
概
幽観

一
山
ハ
】
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い
。
何
故
な
れ
ば
、

カ

ッ
セ

ル
博

士

の
言

つ
π
や
う

に
、
全
世
界
今

日
の
経
濟
的
悲
況
を
救

ふ
に
は
、
先

づ

ヨ
ー
ロ

ツ
バ
を
経
濟
的

に
同
復

せ
し

め
ね
ば
な
ら

漁
か
ら
で
あ
る
。
ま
π
、
今

次

の
會
議
が
幾
多

の
経
濟
上

の
重
要
問

題
を

解
決
せ
ず

に
獲

し
て
、
比
較
的
、
實

行
し
易
き

少
歎

の
問
題

に
封
し
て
決
議
し
尤
に
過
ぎ
な

い
と
評
す

る
も

の
も
あ

ら
う
。
ま

こ
と

に
、
左
様

で
あ

る
。
さ
う
乍
ら

、
今
度

の
會
議

が
遠
大
な
る
理
想

に
向

つ
て
、
健
實
な

る

一
歩

を
ふ

み
出
し
だ
も

の
で
あ
ゐ

、
且

つ
今
後
之

に
績

い
て
多
数

の
経
濟
會
議

の
開
催

せ
ら
る
べ
き

之
と
を
思
ふ
も

の
に
と

つ

て
は
、
上
記

の
如
き
批
評
は
何

等
の
脅
威
で

は
な

い
。
き
ら

に
、
或
者
は
今

次

の
決
議
は
國
際
協

約
叉

は
條
約
と

し

て
署
名

さ
れ
だ
竜
の
で

な
く

、
從

つ
て
、
法
律
上
、
慣
値
な
き
も

の
で
あ

る
と
言
ふ
。
實

に
、
然

う
で
あ

る
。
然

ウ

と
錐
も
、
眞

の
経
濟
的
復
興
を
實
現
す

る
上
に
於

て
、
條
約

必
ず
し
竜
決
議

即
ち
各
國
政
府

に
覇
す

る
渤
告
文

に
優

る
と

い
ふ
理
由

は
な

い
。
恐
ら
く
や

、
各
國
政
府

は
此
等

の
世
界

的
輿
論

に
耳
を
傾
け

る
で
あ
ら

う
。
き
ら

に
今
次

の
會
議
の
眞

の
敷
果
如
何
を
問
ふ
も

の
が
あ
ら
う
。
私
は
將
來

の
み
が
そ

れ
を
解

決
す

る
と
答

へ
π

い
。
何
と
な
れ

ば
、
世
界

の
経
濟
的
復
興

に
は
百
千

の
空
文
も
そ

の

一
つ
の
實
行

に
若

か
な

い
と
考

ふ
が
故
で
あ

る
。

さ

て
翻

つ
て
、
わ
が
國

の
代
表

の
主
張

は
如
何
な
る
蓮
命

に
逢
着
し
π
か
を
見
や
う
。
大
膿

に
於

て
、
其
主
張
は

貫
徹
し
π
や

う
で
あ

る
。
即
ち
志
立
代
表
が
、
そ

の
演
説
中
に
要
求
し
π
る
外
國
人
に
勢
す

る
公
準
な

る
待

遇
、
及

び

上
田
博

士
が
極
力
主
張
し
π
る
最

悪
國
約
款

の
無

條
件
適
用
等

は
承
認

さ
れ
禿

の
で
あ

る
。
但
し
沿
岸
貿

易

の
解



'

放
に
つ
い
て
は
、
國
際
聯
盟

の
交
通
委
員
會
で
、
今
後
、
研
究
を
績
け
る
と

い
ふ
乙
と
に
な

つ
π

讐
け
で
あ
る
。

本
稿
を
終
る
に
當

つ
て
、
世
界

の
卒
和
と
人
類

の
幸
幅
の
π
め
に
努
力
す
る
國
際
聯
盟
に
樹
し
て
私
は
深

い
敬
意

を
表
し
且
つ
我
國
の
代
表
殊
に
恩
師
上
田
博
士
の
勢
を
深
謝
し
π

い
。

(
一
九

二
七
、

五
、

二
三
)

國
際
経
濟
會
議
概
魏

一
六
三




